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第 7 章では， !駅周辺に駐車している自転車，バイクを対象に新たに有料駐車場が建設された場合の需
要推計を転換意識モデルを用いて行う方法を提案し，このモデノレの適合性の高いことを示している。
第 8 章では，以上の本論文の成果をまとめるとともに，今後の研究課題について述べている D
論文の審査結果の要旨
本論文は，交通計画上の重要課題であるアクセス交通について調査研究し，主にその交通需要推計手
法について述べたもので，その成果を要約するとつぎの通りである。
(1) 交通計画の基本となる生成交通量の推計手法について，産業構造を媒介として通勤交通量を算出す
るモデノレを作成し，そのモデノレが実用上充分な精度を有する乙とを確かめている。
(2) 交通手段別交通量，経路別交通量の推計に必要なモデノレとして，新たに所要時間，費用，乗り換え
回数を考慮した一般化時間を組み込んだ交通手段選択モデ)レを定式化し，極めて実用性の高い推計方
法を提案している。
(3) 上記の予測計算に必要な一般化時間を，通勤時鉄道利用，買物・レジャー時鉄道利用，通勤時駐車場
利用等の場合について求め，交通手段別交通需要推計手法の実際面への適用法を示すとともに，その
手法をパス利用者の駅選択行動に適用し 交通計画手法の実用化に貢献している。
(4) アクセス交通手段改善の試みとして，仮想的な高速急行パスを考え，それに対する交通需要を算定
するために意識モテソレを開発し，実現性の高い都市交通改善のための提案を行っている。
(5) 最近問題となっている駅周辺の自転車・バイク対策として有料駐車場を建設した場合の利用者を推
計するための転換意識モデノレを用いる新しい手法を提案している。
以上のように本論文は主に通勤交通を対象として，その交通需要推計手法の提案と実用化を試みたも
ので，その結果は交通対策，交通システム改善上，益すること大であり交通計画，都市計画上極めて有
用で，学術上，実用上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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